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今号の見どころ

第４回定例会
ここが聞きたい一般質問
特集　市民と議会の対話集会
各種団体との意見交換会
市内指定文化財視察研修
平成28年度当初予算への要望
市民の声・議会傍聴記
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『響き渡れ新春の鼓動』 （平成2 8年1月1日撮影）
撮影場所：ドラゴンパーク



平
成
27
年

第
４
回
定
例
会

　
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
、12
月
10
日（
木
）か
ら
12
月
18
日（
金
）ま
で
、９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、補
正

予
算
、条
例
の
制
定
な
ど
の
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
の
様
子
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）で
録
画
中
継
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

一般会計を12億3,755万円増額一般会計を12億3,755万円増額
12月補正予算

一般会計補正予算

繰越明許費

○ おもな歳入（財源）

　12月一般会計補正予算は、前年度
繰越金や国庫支出金などを財源に、
財政調整基金積立金をはじめ、認定
こども園事業や地域創生事業などの
増額及び４月の人事異動や制度改正、
時間外手当等職員人件費関係の減額
などの補正予算が提出され、採決の
結果、全会一致で可決しました。

前 年 度 繰 越 金

国 庫 支 出 金

市 税 ほ か 1億8,972万円

1億7,207万円

8億7,576万円

（翌年度に繰越して使用することができる） 特別会計補正予算
事 業 名 金　額

塩崎駅周辺整備事業 4,852万円
国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス

簡 易 水 道 事 業

地域し尿処理施設

下 水 道 事 業

水 道 事 業

567万円

589万円

215万円

△17万円

△15万円

18万円

△532万円

△956万円

○ おもな歳出（使いみち）※△は減額
財 政 調 整
基 金 積 立 金

認 定こども園
事 　 　 　   業

11億2,375万円

8,000万円

5,000万円

1,952万円

△7,093万円

3,521万円

今回の補正予算に伴う歳入歳出の差引額を基金へ積み立て
る増額

子ども・子育て支援新制度に係る施設型給付費・地域型保育
給付費の国公定価格等に伴う不足額の増額

地方創生事業 甲斐市版ネウボラ推進プロジェクト事業    経費の増額

常 備 消 防
負 担 金

27年度常備消防負担金等の確定に伴う増減額及び峡北消
防本部庁舎建設に伴う事業負担金の増額

職員費及び嘱託・
臨 時 職 員 費

4月の人事異動による現員現給、制度改正に伴う共済費及び
時間外手当等の人事費関係による増減額

そ の 他
企画管理費（ふるさと応援寄附金の贈呈品など）、広域事務
組合負担金（峡北広域の新ごみ処理施設の建設地変更に伴
う経費）などの増額

結婚、妊娠、出産、育児など切れ目のない子育て支援を推進するプロジェクト。今回の事業経費は、市内に産婦人科医を  
誘致し、必要な医療施設機器を購入し、開業医に貸与する支援事業。

特別会計名 補正額

事 　 項 期　間 補正前限度額 補正後限度額
塩崎駅構内塩崎
架道橋改築事業

平成25年度から
平成29年度

平成28年度から
平成30年度

平成28年度から
平成30年度

平成28年度から
平成30年度

平成28年度から
平成32年度

4,890万円

8,160万円

7,740万円

1億8,824万円

15億1,935万円 16億9,637万円

債務負担行為補正
（変更）

（単年度で終了せず、後年度においても
  負担するもの）

事 　 項 期　間 限度額
（追加）

神明温泉志麻の湯及び志麻の里ことぶきセンターの指定管理
について協定を締結すること

百楽泉及び甲斐市共同福祉施設の指定管理について協定を締
結すること

釜無川レクリエーションセンターの指定管理について協定を締
結すること

甲斐市双葉ふれあい文化館の指定管理について協定を締結す
ること

定例会̶委員会レポート

　今定例会における各常任委員会での質疑を
抜粋してお伝えします。委員会レポート委員会レポート

厚生環境常任委員会　12月15日開催

低所得者の基準額は。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

低所得者保険料軽減繰出金  768万円増

介護保険料の第一段階の方で、生活保護受
給者、老齢福祉年金受給者で世帯全員が非
課税の方また、前年の合計所得金額と課税年
金の収入額の合計が80万円以下の方。基準
額の0.5が0.45となる国、県、市負担分としての
介護サービス特別会計への繰出金である。

建設経済常任委員会　12月15日開催

設計は全てＪＲで行ったのか。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

塩崎駅整備事業〔繰越明許、債務負担行為〕
（2ページ参照）

特殊で専門的な工事であるためＪＲの設計で
ある。官公庁の標準積算基準と0.5％の差異で
あるため、概ね的確と判断した。
交通整理員の増員は。Q.

A.
Q.
A.
Q.
A. アンダーガードの工事により、通行止めとなるた
め、地元の要望により、南口、北口、山本踏切に
交通整理員を増員した。

市の負担割合の根拠は。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

広域事務組合負担金　583万円増

峡北広域行政事務組合のごみ処理施設整備
費の市負担分となり、３市（甲斐市、韮崎市、北
杜市）のうち、約31％が本市の負担金である。
負担割合は、均等割10％、人口割（旧敷島、旧
双葉の人口）90％である。 

全体の内訳と未申請者の人数は。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

子育て世帯臨時特例給付金給付事業  333万円増

当初9,800人を見込み、実績は9,590人である。
督促したが未申請の人数は80人である。 

市道の認定基準は。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

市道路線認定

原則は、幅４メートル以上側溝付きで認定する。
Q.

A.

Q.

A.

Q.

A.

サテライト双葉から市道へ接続する計画は
あるのか。
今のところない。

総務教育常任委員会　12月16日開催

基金積立金の総額は。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

財政調整基金積立金　11億2,375万円増

平成27年度末において、30億5 ,447万円を見
込んでいる。
30億円の使い道は。Q.

A.
Q.
A.
Q.
A. 財政調整基金の性格上、通常の使い道とする。

ふるさと応援寄附金はいくら市に残るのか。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

ふるさと応援寄附金関係　825万円増

寄附の4割弱が贈呈品となり、約6割が市に残る。
国では、贈呈品が過剰にならないように示して
いるが、指導等あるのか。

Q.

A.

Q.

A.

Q.

A. 総務省から通知を受け、市では、返礼品とし
て、地元特産品をＰＲすることとしている。

新しい企業が入ったのか。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

法人税（歳入）　5,000万円増

平成26年11月以降に税率改正により12.3％か
ら9 .7％となり落ち込みを見込んだが、一部のＩ
Ｔ企業関連が増額となるなど、全般的に業績が
上向きになってきた。

増額補正の内容は。Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

地方創生事業　5,000万円増

市が誘致する産婦人科医が必要とする医療機
器の購入を行い、開業する産婦人科に対し無
償貸与することにより、開業支援を行う。
産婦人科支援の経緯は。Q.

A.
Q.
A.
Q.
A. 総合戦略の事業に、切れ目のない子育て支援とし

て甲斐市版ネウボラ推進プロジェクト事業を上げて
いる。その中の核として、今年の春頃から山梨大学
付属病院の先生と協議して、組み立ててきた。

※1

※1

ふるさと応援寄附金の特典の一部
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　　第２次甲斐市総合計画基本構想は、甲斐市のまちづくり基本条例に基づき策定する、平成28年度から平成37年度までの
10年間の市政推進の取り組みを示したまちづくりの方針です。市の特性や課題、これからの社会の潮流を踏まえ、目指すべき
将来像を設定し、これを実現するための基本目標などを定めています。
　本件は、総務教育常任委員会に付託、審査され、定例会最終日（12月18日）に起立多数により原案のとおり可決しました。

定例会 ̶条例等審査・委員会提出議案

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

が
充
実
し
て
い
る
と
評
価
が
高
く
、産
業

関
連
や
生
活
道
路
の
整
備
、公
共
交
通

の
利
用
に
つ
い
て
は
低
か
っ
た
。

A.
計
画
策
定
に
当
た
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
が
、市
民
は
ど
ん
な
評

価
を
し
て
い
る
の
か
。

Q.
こ
れ
は
構
想
で
あ
り
、考
え
方
で
あ
る
の

で
、具
体
的
な
内
容
は
基
本
計
画
に
入

れ
る
。

A.
健
康
と
福
祉
に
つ
い
て
、住
民
の
福
祉

増
進
を
図
る
と
い
う
自
治
体
の
本
旨

を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Q.
甲
斐
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、46
年

後
ま
で
の
人
口
推
計
を
し
て
お
り
、総
合

計
画
の
製
本
時
に
は
、構
想
と
は
別
に
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
数
値
等
は
基
本
計
画
で

記
述
す
る
。

A.
将
来
像
の
中
に
人
口
の
目
標
を
記
述

す
べ
き
で
は
。

Q.
意
見
な
ど
は
、そ
の
都
度
反
映
状
況
を

示
し
て
き
た
。基
本
目
標
が
〇
〇
の
創

造
な
ど
硬
い
表
記
で
あ
っ
た
が
、柔
ら
か

い
表
記
と
し
た
。

A.
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
種
委
員
会
な

ど
か
ら
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

せ
た
の
か
。

Q.

定例会 ̶ 総合計画基本構想

議会運営委員会  提出議案
議会委員会条例の一部改正　可決

議会運営委員長　山本今朝雄
甲斐市行政機構の見直しに伴い、改正を行うもの。

第２条の厚生環境常任委員会の所管の名称を改正する。
福祉健康部を福祉部、子育て健康部とする。

提 出 者
内 容

：
：

今定例会で審査した条例等の一部を紹介します。
なお、その他の条例の議決結果は、7ページでご確認ください。

　番号法の規定に基づき、個人番号を利用でき
る事務の種類と連携できる情報の種類を特定及
び特定された事務において個人番号を利用する
際に適切な取扱いを確保するものである。

※1：ひとり親家庭医療費助成金支給事務、こども医療費助
　　 成金支給事務

Q.個人番号の取り扱い、セキュリティー対策は。
A .特定の職員のみが取り扱い、紙ベースの個人番号
は、かぎ付ロッカーで保存する。

条例等の審査

　臨時・非常勤職員の任用等に関して、制度の趣
旨、勤務の内容に応じた任用・勤務条件を確保す
るものである。主な内容は、①職務の内容や勤務
形態等に応じて適切に任用する。②募集や任用に
あたっては、勤務条件を明示する。③報酬等は、勤
務内容と責任に応じて適切に水準を決定する。④
労働基準法などに基づき、各種休暇を適切に整
備するなどである。

Q.一般職非常勤職員と臨時的任用職員の違いは。

Q.現在の一般職非常勤職員等の人数は。

A.一般職非常勤職員は、1年間を通して職員と同じよう
に勤務している方である。臨時的任用職員は、税務
の入力作業などの短期的な方である。

A. 23の職種で322人となる。

Q. 一般職非常勤職員の任期は1年となっている
が、任期を延ばす場合はどうしているのか。ま
た最長何年まで更新できるのか。
A.試験、面接により選考している。最長の更新年数は
決めていない。

　平成28年4月からの組織機構は、新たな行政課題
に対応し、機動的で効率的な組織体制とすることを
目的に見直しを行う。
　主な内容は、福祉健康部を福祉部と子育て健康
部に再編し、子ども・子育て支援新制度への移行に
向けた各種施策の充実を目指す。次に、現在、生活
環境部で行っている「防犯及び交通安全に関するこ
と」を総務部に移管して、総合的に安心・安全なまち
づくりを進める。
　また、規則において、各課の所管事務の見直しを

行い、敷島および双葉支所については、市民課と地
域課を統合し、市民地域課とし、迅速な指揮命令系
統の一元化を図り、機動性に富んだ組織を目指す。
Q.行政組織の改正の目的、基本的な考えは。
A.様々な行政課題に対応するため、限られた人材、経
営資源を有効活用し、機動的な組織を目指し、効率
的な行政運営を図る。

Q .支所の地域課が統合されることにより、業務が
後退するのではないか。
A.課長職の2人が1人になるが、4係の体制は変わら
ない。出張所関係の縮小は考えていない。

第２次甲斐市総合計画基本構想

緑と活力あふれる
生活快適都市

将来像

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

可決
Q.個人番号は何に利用するのか。
A.社会保障事務、地方税法の事務、防災対策の３つの
事務で、国の法律に基づく98事務と、市の条例に規
定する独自利用事務の2事務   および庁内連携とし
て10事務である。

※1

基本目標１

まちづくりは人づくり
生涯にわたる学びの
まち（教育・文化）

基本目標２

健やかで心ふれあう
安心に暮らせるまち
（福祉・健康）

基本目標３

美しい景観と快適で安全な
都市機能を築くまち（都市・
建設・交通・防災）

基本目標４

自然と生活が調和した
環境を築くまち（環境）

基本目標５

交流と協働による未来を
拓く活力のあふれるまち
（産業・行政）
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定例会̶議案審査結果

平成27年 第4回 平成２７年12月１8日平成27年 第4回

議案番号 議 案 名

定例会議案審議結果定例会議案審議結果

■全会一致の議案

■賛否のあった議案
平成２７年12月１8日

賛成賛  ･･･ 反対反  ･･･

議 5 9 号

議 6 0 号

議 6 2 号

第２次甲斐市総合計画基本構想の策定の件

甲斐市行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用に関する条例の制定の件

甲斐市税条例の一部改正の件

創政甲斐クラブ 新政クラブ 颯新クラブ 公明党
日本共産
党甲斐市
議 団

議決
結果

会 派 名

議席番号 3 9 10 11 14 15 16 17 18 2 4 5 19 20 6 8 13 7 22 1 21

議 員 名

可決

保
坂
芳
子

金
丸
幸
司

樋
泉
明
広

松
井

　豊

有
泉
庸
一
郎

清
水
正
二

小
澤
重
則

池
神
哲
子

小
浦
宗
光

赤
澤

　厚

金
丸

　寛

滝
川
美
幸

藤
原
正
夫

内
藤
久
歳

山
本
英
俊

三
浦
進
吾

長
谷
部 

集

山
本 

今
朝
雄

米
山

　昇

斉
藤
芳
夫

五
味
武
彦

議
長

※有泉庸一郎議長を除く。

区
分

条
例
等

※議案番号：議＝議案、同＝同意、諮＝諮問、発＝発議

区 分 議案番号 議 案 名 議決結果

条例等

補正
予算

人 事

発 議

議 6 1 号 甲斐市テレビ共同受信施設設置条例の一部改正の件

可　決

同　意

適　任

可　決

議 7 2 号 甲斐市一般職非常勤職員等の任用、勤務条件等に関する条例の制定の件

議 7 4 号 甲斐市双葉集出荷所条例の廃止の件

議 7 5 号 市道路線認定の件

議 7 6 号 市道路線変更の件

議 7 8 号 指定管理者の指定の件（神明温泉志麻の湯、百楽泉、釜無川レクリエーションセンター）

議 7 9 号 指定管理者の指定の件（志麻の里ことぶきセンター）

議 8 0 号 指定管理者の指定の件（甲斐市双葉共同福祉施設）

議 8 1 号 指定管理者の指定の件（甲斐市コミュニティーホール双葉）

議 8 2 号 指定管理者の指定の件（双葉登美団地地域し尿処理場）

議 8 3 号 指定管理者の指定の件（甲斐市双葉ふれあい文化館）

議 6 3 号 平成27年度甲斐市一般会計補正予算（第4号）

議 6 4 号 平成27年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

議 6 5 号 平成27年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

議 6 6 号 平成27年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第1号）

議 6 7 号 平成27年度甲斐市介護サービス特別会計補正予算（第1号）

議 6 8 号 平成27年度甲斐市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）

議 6 9 号 平成27年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計補正予算（第1号）

議 7 0 号 平成27年度甲斐市下水道事業特別会計補正予算（第1号）

議 7 1 号 平成27年度甲斐市水道事業会計補正予算（第1号）

議 7 7 号 平成27年度甲斐市一般会計補正予算（第5号）

同 4 号 教育委員会委員の任命の件

諮 6 号 人権擁護委員候補者の推薦の件

発 2 号 甲斐市議会委員会条例の一部改正の件

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛賛 賛 反 反

反 反

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛賛 賛

賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛賛 賛 賛賛 賛

賛 賛

賛 賛

反 反

反 反議 7 3 号 甲斐市行政組織条例の一部改正の件

賛 賛

恩賜県有財産保護組合議員選挙
　任期満了（平成27年12月31日）にともない、議長の指名推選により、次の方々が当選しました。なお、任期は平成28年
1月1日から4年間です。
・第一御座石前山恩賜県有財産保護組合 ・下広河原恩賜県有財産保護組合 栁本源輝  氏（宇津谷）
・御座石恩賜県有財産保護組合               ・老別当恩賜県有財産保護組合  中島　洋  氏（宇津谷）

定例会人事

　任期満了（平成27年12月25日）にともない、栁本博美 氏（宇津谷）の任命（再任）に対し同意しました。

指定管理者の指定の件　可決
　現在指定管理者制度を導入している公の施設の管理について、指定管理者を指定するも
のである。
対 象 施 設

施 設 名 指定管理者名称 指定管理者所在地 指 定 期 間
神明温泉志麻の湯、百楽
泉、釜無川レクリエー
ションセンター

山梨交通株式会社

梨北農業協同組合

双葉登美団地汚水処理
施設管理組合

公益財団法人やまなし
文化学習協会

甲府市飯田三丁目2番
34号

平成28年4月1日から
平成33年3月31日

平成28年4月1日から
平成31年3月31日

韮崎市一ツ谷1895番地

甲斐市龍地1274番地

甲府市朝気一丁目2番2号

志麻の里ことぶきセンター

甲斐市双葉共同福祉施設

甲斐市コミュニティー
ホール双葉

双葉登美団地地域し尿
処理場

甲斐市双葉ふれあい文化館

教育委員会委員

　任期満了（平成28年3月31日）にともない、長田ひさ江 氏（宇津谷）の推薦（再任）に対し適任であると決定しました。
人権擁護委員候補者

Q .温泉施設の指定期間は、前回5年であったが3
　 年になった理由は。

A.施設の老朽化等により、今後のあり方を検討してお
　 り3年が適当と判断した。

Q.温泉施設の指定期間中の利用料金の改定は考えて
　 いるのか。また、この期間中に閉館する場合、契約 
　 上どうなるのか。

Q.双葉登美団地地域し尿処理場の使用料と維持管
　 理費の状況は。

A.指定期間中の利用料金の改定は考えていない。閉館
　 する場合は、指定管理料等も含めて指定管理者と協
　 議する。

A.平成26年度については、電気料等が高騰したため、
　 積立金を取り崩して決算を行った。

Q.双葉ふれあい文化館の応募が1団体であるが、応募
　 の条件は。

Q.双葉ふれあい文化館のモニタリングにアンケートの
　 実施とあるが、要望事項はあったのか。

A.中規模施設のため、県外に広げても応募はないと考
　 え、県内の事業者としている。

A.様々な要望があり、トイレに関する意見等があったが、
　  随時要望には対応している。

定例会̶指定管理者・人事・選挙
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第4回定例会の様子

一般質問 ここが聞きたい!!
　一般質問は、議員が議案とは関係なく、行政全般にわたり市長の考え方や市政の執行状況
について説明を求めたり所見を問いただすものです。
　なお、議会ホームページで、一般質問の録画中継を配信しています。

清水正二  議員 ページ9
①保坂市政の今後と組織機構
②健康増進に健康ポイント制度の導入を
③人づくりと定住促進について

斉藤芳夫 議員 ページ11
①選挙権年齢１８歳以上にとの法改正に伴う児童教育
について

五味武彦 議員 ページ12
①生涯学習・文化活動等について
②表彰規定について

松井 豊 議員 ページ12
①ＴＰＰ協定書作成作業から撤退し、甲斐市の農業振
興施策の実施を
②木質バイオマス産業都市構想の問題点について
③子ども・子育て支援の充実を

金丸 寛 議員 ページ13
①地域活性化としての特産品のブランド化について
②選挙権年齢の引き下げへの対応

藤原正夫 議員 ページ9
①旧敷島給食センター建物の活用について
②甲斐市観光事業の拡大について

滝川美幸 議員 ページ10
①高齢者や子どもたちに安心安全なこれからのまちづくり

金丸幸司 議員 ページ10
①マイナンバー制度の取り組みについて
②認知症対策

樋泉明広 議員 ページ11
①中小商工業の営業を守るために
②甲斐市の学校教育振興について

創政甲斐クラブ　藤原正夫 議員

旧敷島給食センター建物の活用は
市長▶耐震基準を満たさない建物のため現状の倉庫のまま使用する

建
物
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
多
目
的
な
活
用
は
。

建
物
は
、建
築
基
準

法
の
新
耐
震
基
準
以
前
に
建
築

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
、

市
の
書
類
、
机
や
ロ
ッ
カ
ー
な

ど
の
事
務
用
品
、
防
災
備
品
な

ど
を
保
管
す
る
倉
庫
と
し
て
使

用
し
て
い
る
。
貸
し
出
し
等
は

安
全
面
や
改
修
の
費
用
対
効
果

か
ら
、
現
在
の
倉
庫
と
し
て
利

用
す
る
以
外
の
活
用
方
法
は
、

現
段
階
で
考
え
ら
れ
な
い
。

棚
田
を
観
光
資
源
と

し
て
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
て
は
。

「
甲
斐
市
ち
い
さ
な

旅
」
の
コ
ー
ス
の
一つ
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。棚

田
の
文
化
遺
産

を
守
る
市
の
協
力
は
。

棚
田
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
は
、
地
元
地
域
へ
の
働
き
か

け
や
支
援
を
行
って
い
く
。

棚
田
保
存
会
の
助

成
金
の
増
額
は
。

会
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
支
援
の
あ
り
方
や
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

専
門
分
野
の
観
光

事
業
課
の
設
置
は
。

観
光
事
業
を
所
管

す
る
商
工
観
光
課
の
事
務
に
、

「
観
光
資
源
発
掘
に
関
す
る
こ

と
」
や
「
物
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
に
関
す
る
こ
と
」を
加
え
、

観
光
事
業
の
振
興
を
図
る
。

観
光
の
名
所
・
旧

跡
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
組
み
合

わ
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

に
よ
る
事
業
の
拡
大
は
。

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ふ
ら
り
と
巡
る
甲
斐
覧
紀

行
」
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

今
後
も
市
商
工
会
等
と
連
携

し
効
果
的
な
手
法
を
検
討
し

て
い
く
。

颯新クラブ　清水正二 議員

保坂市長の三選の意欲は
市長　計画実現に向け引き続き市政運営に取り組んでいく▶

新
た
な
施
策
と
描
く

甲
斐
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
の
「
甲
斐
市
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
」実
現
、「（
仮
）

甲
斐
市
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
組
織
し
、
子

育
て
環
境
整
備
に
取
り
組
み
市

民
と
と
も
に
歩
む
「
緑
と
活
力

あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
実

現
に
向
け
取
り
組
む
。

今
後
も
重
点
施
策

に
お
け
る
組
織
機
構
の
見
直
し

は
行
う
か
。効

率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
、今
後

と
も
時
々
の
状
況
に
よ
り
機
動

的
に
行
う
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

重
要
施
策
遂
行
に

お
い
て
職
員
定
数
の
可
変
は

考
え
ら
れ
る
か
。

国
、県
か
ら
の
権
限

移
譲
の
拡
大
、
新
た
な
行
政
課

題
に
業
務
量
の
増
大
を
想
定

し
、
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え

第
３
次
職
員
適
正
化
計
画
に
お

い
て
適
正
な
職
員
数
を
検
討
し

て
い
る
。

全
国
で
健
康
ポ
イ

ン
ト
制
度
を
取
り
入
れ
て
い

る
自
治
体
数
は
。

全
国
で
は
、

34
都
道
府
県
で
、１
１
７
市
町

村
が
実
施
し
て
い
る
。

市
外
の
都
市
の
人
と

地
域
交
流
の
施
策
は
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

や
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
関
連

情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、市

へ
の
定
住
に
つ
な
げ
る
よ
う
地

域
交
流
の
推
進
に
努
め
る
。

教
育
長
▼「
名
勝
」な
ど
の

観
点
か
ら
調
査
、
研
究
し

て
い
く

藤 

原
藤 

原
藤 

原
藤 

原

藤 
原

藤 

原

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長
▼
健
康
ポ
イ
ン
ト
導

入
に
つ
い
て
、今
後
、具
体

的
に
検
討
す
る

市
長
▼
多
様
な
学
習
機
会

の
提
供
を
図
る

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
導
入
を

親
子
体
験
学
習
、自
然

を
活
か
し
た
人
づ
く
り

の
積
極
的
推
進
を

棚
田
を
市
の
無
形
文
化

財
に
し
て
は

一般質問

市
長

福
祉
健
康
部
長

市
長

市
長

市
長

清 

水

清 

水
清 

水

清 

水
清 

水
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公明党　金丸幸司 議員

マイナンバーの取り組みについて現在の準備状況は
市長▶臨時職員を任用し運用開始に向け取り組んでいく

郵
便
局
か
ら
返
戻
さ

れ
た
後
の
通
知
カ
ー
ド
の
対
応
は
。

配
達
時
に
不
在

等
の
通
知
カ
ー
ド
は一週
間
、
郵

便
局
で
保
管
後
、
市
役
所
に
返

戻
さ
れ
る
。
返
戻
さ
れ
た
通
知

カ
ー
ド
は
、
市
内
で
の
転
居
や

市
外
へ
の
転
出
を
確
認
し
、
死

亡
、
居
住
の
事
実
等
の
調
査
も

合
わ
せ
て
実
施
す
る
。
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
、
一
定
期
間
、

市
役
所
で
保
管
後
、
返
還
登
録

の
う
え
廃
棄
処
理
す
る
。
そ
れ

以
後
の
通
知
カ
ー
ド
の
発
行
は
、

再
発
行
扱
い
と
な
る
。

個
人
情
報
保
護
に

つ
い
て
対
策
は
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
心

配
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
は
一
元

管
理
を
せ
ず
に
、
従
来
ど
お
り
、

年
金
の
情
報
は
年
金
事
務
所
、

国
税
の
情
報
は
税
務
署
、
地
方

公
共
団
体
の
情
報
は
公
共
団
体

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
が
分
散
し
て
管
理
を
行
い
、

他
の
機
関
の
情
報
を
必
要
と
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
情
報

の
や
り
取
り
を
行
う
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
第
三
者
に
知
ら
れ
て

も
、
そ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
ひ
も

付
く
あ
ら
ゆ
る
情
報
が一
度
に
漏

え
い
す
る
こ
と
は
な
い
。

具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

今
年
度
、認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
員
の
研
修

や
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
の
研
修
を
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
受
講
し
、

本
市
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細

か
い
認
知
症
施
策
な
ど
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

新政クラブ　滝川美幸 議員

高齢者や子どもの安心安全のための歩道整備の予定は
市長▶自治会からの要望や通学路の危険箇所を優先する

竜
王
地
区
対
話
集

会
の
お
り
、
住
民
の
方
か
ら
甲

斐
中
央
線
の
歩
道
整
備
が
遅
れ

て
い
る
と
の
ご
意
見
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、上
八
幡
地
区
の
方

か
ら
も
高
齢
者
が
転
倒
し
た
り

危
険
で
あ
る
と
の
声
を
伺
っ
て

い
る
が
、
歩
道
整
備
計
画
は
。

管
理
者
で
あ
る
山
梨

県
中
北
建
設
事
務
所
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
整
備
計
画
は
な

い
が
、
今
後
も
現
道
の
不
具
合

箇
所
や
維
持
補
修
等
は
対
応

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

竜
王
地
区
に
多
く
み

ら
れ
る
道
路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
強
度
等
に
不
安
を
感
じ
る

が
強
度
調
査
は
し
て
い
る
の
か
。

個
人
が
所
有
し
て
い

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
、
個

人
で
管
理
し
て
い
た
だ
き
、道

路
管
理
上
、倒
壊
の
危
険
を
予

知
し
た
場
合
は
、
市
と
し
て
適

切
な
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

通
学
路
な
ど
に
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
性
の

確
認
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で

行
っ
て
い
る
の
か
。

市
内
全
域
の
通

学
路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

強
度
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
年
一
回
行
っ
て
い
る
通
学

路
の
調
査
で
、
危
険
度
が
高
い

と
判
断
し
た
場
合
は
、
通
学

路
の
変
更
な
ど
の
安
全
確
保

を
図
っ
て
い
る
。

市
内
に
あ
る
十
七
ケ

所
の
都
市
公
園
の
中
で
、
大
人

向
け
の
健
康
器
具
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
は
二
ケ
所
の
み
で
あ

る
。
他
の
公
園
に
も
増
設
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

健
康
器
具
は
大
人

が
利
用
す
る
目
的
の
も
の
で
、

子
ど
も
が
遊
び
に
用
い
る
と
危

険
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
慎

重
に
対
応
し
て
い
く
。
高
齢

者
は
、
外
に
出
て
甲
州
弁
ラ

ジ
オ
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

で
健
康
維
持
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

認
知
症
高
齢
者
等
に

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か

市
長
▼
社
会
全
体
で
ケ
ア

す
る
や
さ
し
い
地
域
づ
く

 

り
に
取
り
組
む

市
長

市
長

市
長

市
民
部
長

市
長

市
長

金 

丸

金 

丸

金 

丸

滝 

川

滝 

川

滝 

川
滝 

川

マイナンバーの
通知カードと個人番号カード 

歩道が車道側に斜めになっている甲斐中央線

中学校での選挙出前授業

一般質問

創政甲斐クラブ　斉藤芳夫 議員

選挙権年齢１８歳以上にとの法改正に伴う児童教育は
教育長▶学校指導要領に基づき、主権者教育を充実させる

来
年
の
参
議
院
議

員
選
挙
か
ら
、
投
票
年
齢
が

18
歳
以
上
に
と
引
き
下
げ
ら

れ
る
。
高
校
生
の
一
部
も
投

票
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
早

い
段
階
か
ら
の
教
育
が
必
要

で
あ
る
。
現
在
の
小
中
学
校

で
の
選
挙
に
関
す
る
教
育
の

現
状
と
今
後
の
指
導
は
。

小
学
校
で
は
、
６

年
生
の
社
会
科
で
、
国
民
主
権

と
関
連
付
け
て
、
国
民
生
活
に

政
治
が
大
切
な
働
き
を
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
、
選
挙
権
を
正

し
く
行
使
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
中
学
校
で
は
、
公
民
の

教
科
で
、
議
会
制
民
主
主
義
の

意
義
を
考
え
さ
せ
、
多
数
決
の

原
理
や
運
用
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
、
３
年
生
に
20
時
間
指
導

し
て
い
る
。
選
挙
権
年
齢
引
き

下
げ
に
伴
い
、
よ
り
早
い
段
階
か

ら
、
政
治
参
加
意
識
を
高
め
て

い
く
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

体
験
学
習
は
意
義

あ
る
教
育
で
あ
り
、
子
供
た

ち
が
市
長
室
訪
問
や
面
談
、

議
会
傍
聴
な
ど
も
教
育
の
一

つ
と
し
て
取
り
入
れ
た
ら
ど

う
か
。

小
中
学
生
に
、
政

治
の
働
き
を
身
近
に
捉
え
さ
せ

る
方
法
と
し
て
、
有
効
と
は
考

え
る
が
、
課
題
も
多
く
、
整
理

し
て
今
後
研
究
し
て
い
く
。

大
学
の
女
性
教
授

が
、
地
方
議
会
の
被
選
挙
権

も
18
歳
に
引
き
下
げ
て
も
良

い
の
で
は
。
と
の
発
言
が
あ
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

全
国
で
新
た
に
約
２

４
０
万
人
の
新
有
権
者
が
加
わ
る

見
込
み
で
あ
る
。
未
成
年
者
の
関

心
が
高
ま
り
、
政
治
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
意
義
深
い
。

被
選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
若
者
世

代
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
、

し
っ
か
り
議
論
し
、
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
機
運
が
盛

り
上
が
っ
た
時
に
、
初
め
て
引
き

下
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

日本共産党甲斐市議団　樋泉明広 議員

中小商工業の営業を守るための甲斐市の施策は
市長　耐震リフォーム補助、貸付制度の充実に努力する▶

中
小
企
業
は
、
日
本

経
済
の
根
幹
で
あ
り
、
企
業
の

99
％
、
全
労
働
者
の
67
％
を
占

め
て
い
る
雇
用
の
担
い
手
で
あ

る
。
中
小
商
工
業
の
営
業
支
援

や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
住
宅
・
商
店
の
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
制
度
や
貸
付
資
金
の
資

金
融
資
の
現
状
と
課
題
は
。

市
で
は
、木
造
住
宅

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
施
し
、商

店
は
延
べ
床
面
積
の
２
分
１
以

上
が
住
宅
の
店
舗
併
用
住
宅
は

補
助
対
象
で
あ
る
。本
制
度
を

奨
励
し
て
い
く
。ま
た
、貸
付
資

金
に
つ
い
て
は
、業
績
悪
化
の
業

者
に
は
、県
信
用
保
証
協
会
の

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
制

度
」や「
甲
斐
市
小
規
模
企
業

者
小
口
資
金
融
資
」で
営
業
支

援
を
行
っ
て
い
る
。「
創
業
融
資

制
度
」も
商
工
会
・
金
融
機
関

と
連
携
し
、支
援
す
る
。

日
本
の
教
職
員
配

置
の
水
準
は
、
経
済
協
力
開
発

機
構
諸
国
の
平
均
よ
り
低
い
。

国
の
財
政
制
度
審
議
会
で
は
、

教
員
定
数
の
削
減
計
画
を
検
討

し
て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

創
甲
斐
教
育
で

は
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
充

実
の
た
め
、
県
教
育
委
員
会
に

も
30
人
学
級
の
拡
大
実
施
を

要
請
し
、
創
甲
斐
教
育
の一
層

の
推
進
を
図
って
い
る
。

市
の
教
育
予
算
は
、

ど
の
よ
う
な
教
育
施
策
に
重

点
を
置
い
て
い
る
の
か
。

老
朽
化
が
進
む
学

校
施
設
を
計
画
的
に
改
修
整

備
す
る
と
と
も
に
、
市
単
独
教

員
、学
校
教
育
支
援
員
、ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
外

国
語
指
導
助
手
の
配
置
な
ど
人

的
支
援
に
重
点
に
置
い
て
い
る
。

斉 

藤

斉 

藤

斉 

藤
教
育
長

教
育
長

市
長

教
育
長
▼
優
れ
た
教
員
の

確
保
と
資
質
の
向
上
に
努

め
て
い
る

創
甲
斐
教
育
の
教
職
員

配
置
と
少
人
数
学
級
の

対
策
は

出典：山梨県信用保証協会「信用保証ハンドブック」

一般質問

教
育
長

教
育
長

教
育
部
長

市
長

樋 

泉

樋 

泉
樋 

泉
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日本共産党甲斐市議団　松井　豊 議員

国会決議に反するＴＰＰ協定から撤退し、調印の中止を
市長▶十分な論議と説明で、国民的合意を期するべき

総
選
挙
で
は「
ウ
ソ

を
つ
か
な
い
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反

対
」と
公
約
し
、国
会
決
議
で
は

「
コ
メ
や
牛
肉
な
ど
重
要
５
品

目
を
交
渉
か
ら
除
外
し
、段
階

的
関
税
撤
廃
も
認
め
な
い
。」と

し
た
の
に
、公
約
・
決
議
を
投
げ

捨
て
、米
国
に
追
随
・
譲
歩
し
た

の
が
今
回
の「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合

意
で
あ
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
破

壊
だ
け
で
な
く
、医
療
・
保
険
・

食
品
安
全
・
知
的
財
産
権
な
ど

国
民
の
暮
ら
し
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
。協
定
書
作
成
作
業

か
ら
撤
退
し
、調
印
の
中
止
を

要
請
す
べ
き
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
巨
大
市
場

は
我
国
経
済
と
地
方
再
生
に

直
結
す
る
と
考
え
る
。そ
の
影

響
に
対
す
る
国
民
の
不
安
を

払
拭
す
る
た
め
、十
分
な
議
論

と
説
明
・
情
報
発
信
に
よ
っ
て

国
民
的
合
意
を
期
す
る
べ
き
。

総
熱
量
の
２
割
程

度
と
言
わ
れ
る
発
電
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
と
温
水
の
利
用
率
は

ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

木
質
系
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
は
２
割
程
度
で
あ
り
、残

り
の
８
割
は
排
熱
に
な
る
と
見

ら
れ
る
の
で
、こ
の
排
熱
を
温
水

に
換
え
、温
水
を
公
共
施
設
や

農
業
振
興
に
活
用
す
る
熱
供
給

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
８

割
近
く
ま
で
高
め
た
い
。

主
任
児
童
委
員
の

増
員
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
内
の
小
学
校
区

に
各
一
人
配
置
で
き
る
よ
う
、県

に
増
員
を
要
望
し
て
い
る
。

創政甲斐クラブ　五味武彦 議員

博物館または資料館など総合施設の計画は
市長▶公共施設等総合管理計画と併せて検討する

第
二
次
総
合
計
画

案
で
民
俗
文
化
財
の
施
設
整

備
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、

博
物
館
ま
た
は
資
料
館
な
ど

総
合
施
設
の
方
向
性
は
。

新
た
な
博
物
館
の
建

設
予
定
は
な
い
が
、今
年
度
か
ら

策
定
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

信
玄
堤
の
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
を
資
料
館
等
に

利
用
出
来
な
い
か
。補

助
金
等

適
正
化
法
に
対
応
し
、研
究
す
る
。

市
全
体
の
統
一
し

た
歴
史
関
係
の
教
材
、Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
の
製
作
計
画
が
あ
る
か
。

必
要
性
が
あ
り
、

今
後
検
討
す
る
。

歴
史
案
内
人
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
は
。

関
係
部
署
、
団

体
と
連
携
、
協
議
の
上
、
様
々

な
視
点
か
ら
研
究
す
る
。

竜
王
駅
南
口
の
山
県

大
弐
像
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

と
思
う
が
。

今
後
も
山
県
大

弐
に
関
連
す
る
歴
史
遺
産
を
掘

り
起
こ
し
、
同
時
に
イ
ベ
ン
ト

な
ど
計
画
策
定
中
の
際
に
大
弐

像
の
有
効
活
用
を
図
り
た
い
。

文
化
財
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

島
上
条
地
内
で
古

墳
の
石
室
や
副
葬
品
が
出
土
し

た
。
今
後
も
文
化
財
保
護
に

努
め
、
展
示
可
能
な
も
の
は
、

随
時
一
般
公
開
す
る
。

双
葉
地
区
の
豪
商

邸
の
文
化
財
指
定
は
。

江
戸
時
代
後
期

か
ら
明
治
初
期
の
建
物
群
で
、

県
内
唯
一の
規
模
を
誇
る
も
の
。

最
善
の
方
策
を
検
討
す
る
。

大
村
智
さ
ん
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
、韮
崎
市
で
は

名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
っ
た
が
、

本
市
で
表
彰
規
定
が
あ
る
か
。

甲
斐
市
表
彰
規
定
が

あ
る
が
、
特
別
な
栄
誉
の
市
民

に
は
特
別
な
賞
が
必
要
。
他
自

治
体
の
対
応
を
調
査
検
討
す
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
採
算
性
は

低
所
得
・
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
支
援
は

市
長
▼
官
民
連
携
で
運
営

 

を
考
え
て
い
る

市
長
▼
給
食
費
・
放
課
後

 

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
は

一
定
の
免
除
措
置
を
講
じ

 

て
い
る

市
長

建
設
産
業
部
長

市
長

教
育
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

市
長

市
長

市
長

松 

井

松 

井
松 

井

五 

味
五 
味

五 

味
五 

味
五 

味

五 

味
五 

味
五 
味

大庭古墳の石室（島上条地内）
市の特産品
「赤坂とまと」と「やはたいも」

一般質問

新政クラブ　金丸　寛 議員

地域活性化の特産品である赤坂とまとの収穫量は
市長　平成２６年度は１３トンである▶

地
域
活
性
化
と
し

て
の
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

一
つ
で
も
あ
る
赤
坂
と
ま
と
の

販
売
状
況
は
。

（
株
）赤
坂
農
場
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、平
成
26
年
度

の
売
上
金
は
１
、０
４
３
万
３
千

円
で
あ
る
。平
成
26
年
２
月
の

大
雪
に
よ
り
収
穫
量
が
減
少
し

た
が
、平
成
27
年
度
は
、栽
培
管

理
方
法
の
改
良
と
経
営
の
改

善
を
図
っ
て
い
る
。

事
業
化
に
成
功
し

て
い
る
か
。

特
産
品

と
し
て
定
着
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
雇
用
も
正
職
員
１
名
、パ
ー

ト
10
名
に
よ
る
雇
用
が
生
ま
れ

て
い
る
。

市
へ
の
収
入
は
。

施
設
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
栽
培
当
初
か

ら
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
は

無
償
と
す
る
こ
と
で
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
今
後
使
用
料
に
つ
い

て
は
協
議
を
進
め
て
い
く
。

特
産
品
と
し
て
の

「
や
は
た
い
も
」は
ど
う
か
。

作
付
可

能
面
積
は
、
釜
無
川
左
岸
で
砂

質
を
多
く
含
む
土
質
で
あ
る
農

地
は
、
約
70
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

作
付
可
能
地
域
で

あ
る
玉
幡
中
学
校
北
側
へ
の
公

園
計
画
は
。

（
仮
称
）

上
八
幡
公
園
予
定
地
は
、
全
体

面
積
１
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

や
は
た
い
も
の
生

産
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。１

ヘ
ク

タ
ー
ル
約
17
ト
ン
の
収
穫
が

あ
る
。

連
作
障
害
の
あ
る
作

物
な
の
で
可
能
な
限
り
作
付
面

積
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

作
付
面

積
が
増
え
れ
ば
、
収
穫
量
お
よ
び

販
売
量
も
増
え
る
。
作
付
面
積

の
維
持
、
拡
大
を
図
れ
る
よ
う
、

市
と
し
て
も
農
協
と
連
携
を
し
て

産
地
の
後
押
し
を
し
て
い
く
。

一般質問

市
長

建
設
産
業
部
長

建
設
産
業
部
長

建
設
産
業
部
長

建
設
産
業
部
長

建
設
産
業
部
長

建
設
産
業
部
長

金 

丸
金 

丸
金 

丸
金 

丸

金 

丸
金 

丸
金 

丸

議会の傍聴にお越しください！！議会の傍聴にお越しください！！
　市議会では、年４回（３月、６月、９月、１２月）定例会を開催しており、本会議は誰でも傍聴することができま
す。また、委員会も傍聴することができます。自分の選んだ議員がどのような活動をしているのか目の前で見る
ことができますので、ぜひ、議場、委員会室にお越しのうえ、ご覧ください。

傍聴の手続きは簡単です！

 会　　　    場   竜王庁舎本館４階、本会議は議場・委員会は委員会室Ａ
 傍聴席の定員   本会議は51人、委員会は10人
 傍聴の手続き   本会議、委員会の当日に市役所本館４階の議場入口の受付にて、受付簿に必要事項を記入し 
 てください。

　本会議当日は、議場に来られない方のため
に、議会ホームページでの放映や、竜王庁舎新
館、敷島庁舎および双葉庁舎の１階でモニター
放映しています。また、本会議の概ね１週間後
に、本会議の様子を議会ホームページで映像配
信しますので、ご覧ください。

定例会の傍聴者数

年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

議会事務局　☎055-278-1673　議会ホームページ　http : //kai-shigikai.jp/ 甲斐市議会

傍聴を希望される方は、議会だより、議会ホームページ、議会事務局にご確認
のうえお越しください。

人 数

138人

236人

205人

172人

※手話通訳を希望される場合は、事前に福祉課（☎055-278-1691  FAX055-276-2113）へお申込みください。   

124.3％

インド 韓国 メキシコ EU 日本 アメリカ

62.2％
42.9％

19.5％ 11.7％ 5.5％

主要国の農産物の平均関税率
（OECD資料から作成）
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　市議会では、開かれた議会への取り組みとして、もっと市民に身近な議会にしていくた
め、地域に飛び出し、今年度で４年目となる『市民と議会の対話集会』を開催しました。
　市議会では、開かれた議会への取り組みとして、もっと市民に身近な議会にしていくた
め、地域に飛び出し、今年度で４年目となる『市民と議会の対話集会』を開催しました。

特集̶市民と議会の対話集会

《第9回 竜王地区》
10月6日
玉川西区
公会堂

・32人
・担当議員14人

主 な 意 見 ・ 要 望
と
議 会 の 対 応

出席者

議会のデジタル化とは議会のデジタル化とは
タブレット端末による議会資料のペーパーレス化を検討中
Q.休日、夜間議会の開催は。
A.まだ具体化していない。市への働きかけも必要と
　 なる。

Q.こども医療費が中学生まで無料となるのか。
A.平成28年1月から中学生まで医療費が無料と
　 なるが、中学生は窓口無料ではなく償還払い 
　 となる。

Q.学校の非行問題に対する議会の対応は。
A.市では、スクールサポートカウンセラーを配置し
　 て指導をしている。議員も学校やPTA、地域
　 の会議に参加して意見交換をしていく必要が
　 ある。

Q.積雪時における道路の除雪の対応が遅いの
　 では。
A.建設業協会と協定を結び対応している。除雪した
　 雪の寄せ場、捨て場の確保が難しく、遅くなる個
　 所がある。

Q .犯罪の抑止につながる青色LED防犯灯と防
　 犯カメラの取り組み状況は。
A.青色防犯灯は竜王駅周辺に設置している。防犯
　 カメラは学校や駅に設置している。

Q .かい遊パークの健康遊具やグラウンドゴル
　フコースの設置や、犬の散歩や自転車乗り入れ 
　禁止の対応策は。
A.グラウンドゴルフについては、コースの常設は難
　 しいが、受付順に開放している。健康遊具や利
　用のマナーについては、市へ要望していく。

Q .竜王布施線（玉幡小学校から市役所まで）の
　 歩道をフラットにして欲しい。
A.県道のため、県の整備計画を確認して、市を通し
　 て要望していく。

Q.竜王中学校の南東側の交差点の整備状況は。
A.平成27年度に設計、右折レーンなどの工事を行
　 い、平成31年度には完成予定となっている。

Q.第2次甲斐市総合計画の進捗状況は。
A.庁内で策定中であり、議員も要望を出している。
　 取りまとめ皆さんに公表する。

Q.学校へエアコンを設置して欲しいと保護者か
　 ら要望があるがどうか。
A.議員も代表質問や一般質問を行っており、市で
　 は、費用などの財政問題や気候の変動に対応で
　 きる子どもの体力づくりのため、現時点では設置し
　 ない方針である。

《第10回 吉沢地区》
10月24日
吉沢ふれ
あい館

・24 人
・  担当議員11人

主 な 意 見 ・ 要 望
と
議 会 の 対 応

出席者

政務活動費で予算額を超えた場合は政務活動費で予算額を超えた場合は
超過分は、議員の自己負担となる
Q.防災無線が聞きにくい。
A.この地域に限らず同様な要望があるので、担当
　 課に地域の実情を伝える。

Q.茅ヶ岳東部広域農道の早期開通を。
A.亀沢大橋は完成しているが、その先の用地交渉が
　 残っているため、県で開通をストップしている。用地 
　 問題の解決は県へ要望する。

Q .北部3地区の公民館に雨量計を設置して欲
　 しい。
A.必要があるため市へ要望していく。

Q.支所の統廃合を聞いたが、地域の拠点である
　 ので現状維持して欲しい。
A.市では、支所の統廃合や廃止は考えていない。

Q .山林で松くい虫の被害が大きいので早急に
　対応を。
A.松くい虫の繁殖が早く、薬で対応しているが追い
　 つかず、苦慮している。県道沿いで倒木の恐れ 
　 のある木の処理は県に要望していく。

Q .隣接地（甲府市）で大量のゴミの投棄がある
　 ので対応を。
A.環境課の対応を含め早急に調査をして、しかるべ
　 き対応をする。

Q.御領堰が漏水しているので対応を。
A.全体の現場確認や、緊急性の判断が必要となる
　 ため、部分改修ではなく全面改修として、区長を通
　 じて要望をしてもらいたい。Q .マイナンバーの被害が出ているため、被害が

　 出ないように。
A.説明会で不審な点は確認し、不審なことがあっ
　 た場合は、市に届出をして欲しい。また、防災無
　 線での注意喚起も市へ要望する。

Q.鳥獣被害が多いので、対策の補助金、助成金
　 を検討して欲しい。
A.予算措置時に市へ伝える。また甲府市のエリアと
　 なる場所もあるので甲府市へも要望を出したい。

Q.75歳以上の高齢者が多い。第1次介護予防の
　 特徴は。
A.いきいきサロンを増設するとともに、来年4月から介護
　 ボランティアポイント制度を開設する予定である。

竜王地区の様子吉沢地区の様子

吉沢地区の様子

特集̶市民と議会の対話集会

市民と議会の対話集会市民と議会の対話集会市民と議会の対話集会特
集
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　対話集会の各会場（10/6竜王地区、10/24吉沢地区）において、アンケート調査を行いました。
　この調査結果は、今後さらなる議会改革を進める上での貴重な基礎資料として活用させていただき
ます。
　なお、詳細な報告書については、市議会ホームページへも掲載してありますので、ぜひご覧ください。

三常任委員会各種団体との意見交換会

「市民と議会の対話集会」アンケートを実施しました「市民と議会の対話集会」アンケートを実施しました

回答者の性別・年代

　参加者56人（男性54人、女性2人）のうち、42人（男性のみ）の方から回答をいただき
ました。
　年代については、50歳代 6人、60歳代以上36人、40歳代以下の参加者は0人でした。
　今回は、女性や若者の参加が少なかったので、周知方法や内容など検討していきます。

　今回は、各地区で開催
し、対象地区にチラシを回
覧したため、「回覧」が7割
を占めました。その他の意
見として、「区長会、区内
放送」などの意見がありま
した。

対話集会の開催を何で知ったのか

　今回のテーマ「地域活性
化」の内容については、「良
い、普通」が9割を占めまし
た。その他の意見として、「ポ
イントをしぼるべき」との意
見がありました。

テーマ・内容について

　すべての項目に関心があ
る中、前回同様に「福祉」に
関する項目が多い結果と
なっています。

今後取り上げて欲しいテーマは

　今後の議会・議員に求め
る事柄に関しては、「情報公
開」が半数を占め、「説明責
任」、「資質の向上」と続き
ました。その他として、「対
話集会を続けて欲しい」と
の意見がありました。

議会・議員に求めることは

　参加するという方が、前回
と同じく約7割となり、その他
の意見として、「機会があれ
ば」との意見がありました。

今後も対話集会に参加するか

自由意見の一部を紹介します
〇議会が市民目線で要望を取り入れようという意識は
　十分感じた。
〇議員と向かい合って近い距離で対話できて有意義だった。
〇まちづくりを目的に、それに向けたアプローチ方法、目指
　すものを知ることができた。
〇これから市が向かうべき方向性、テーマ、まちづくり、深
　掘りしていくと新しいアイディアが生み出されてくると
　期待できた。
〇今回の提案、要望をぜひ行政に活かして欲しい。

意　見
交換会

敷
島
棚
田
等
農
耕
文
化

保
存
協
会
代
表
者

建
設
経
済
常
任
委
員
平成27年11月2日

　「
敷
島
棚
田
等
農
耕
文
化
保
存

協
会
の
現
状
と
今
後
の
取
組
み
等

に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
、敷
島
棚
田

等
農
耕
文
化
保
存
協
会
代
表
者
6

名
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　棚
田
を
守
り
抜
く
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

棚
田
が
あ
る
こ
と
で
、そ
の
地
域
が
自
然
豊
か
で

　素
晴
ら
し
い
人
た
ち
が
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

&

60歳代
86％

回覧
70％

情報公開
50％

福祉
25％

環境
23％

教育・
子育て
22％

財政
全般
14％

都市計画
16％

参加する
68％

どちらでも
ない24％

その他 3％

参加
しない5％

説明責任
24％

資質の向上

その他

21％

5％

良い
37％

普通
55％

その他
5％

どちら
でもない
3％

知人・
友人

その他

14％

16％

50歳代
14％

　
平
成
9
年
5
月
に
有
志
が
集
ま
り

発
足
し
た
。

　
当
時
は
7
割
が
荒
地
で
あ
っ
た
。

　
平
成
11
年
に
敷
島
棚
田
景
観
保
存

研
究
会
と
な
り
、平
成
15
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
な
っ
た
。

　
農
耕
文
化
の
原
点
と
も
言
え
る

棚
田
を
初
め
と
し
た
農
耕
景
観
並

び
に
農
業
文
化
遺
産
の
再
生
、保
存
、

活
用
を
行
い
、崩
壊
す
る
農
山
村
の

再
生
と
発
展
、地
域
社
会
へ
の
貢
献
、

日
本
の
農
耕
文
化
の
古
き
よ
き
時
代

の
象
徴
を
後
世
へ
伝
承
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

棚
田
保
存
協
会
の

　
　
　
　発
足
は
？

棚
田
保
存
協
会
の

　
　
　
　発
足
は
？

　
都
市
住
民
と
の
交
流
と
し
て
、都

内
の
企
業
と
田
植
え
、草
取
り
、稲

刈
り
の
体
験
を
行
っ
て
い
る
。

　
昨
年
6
月
に
は
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

道
に
瓶
に
入
れ
た
ろ
う
そ
く
３
０
０

個
程
度
を
用
意
し
て
夕
暮
れ
か
ら

1
時
間
点
灯
す
る「
ろ
う
そ
く
ま
つ

り
」を
行
い
、幻
想
的
な
風
景
に
感

動
し
た
。

　
棚
田
米（
御
領
米
）の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。平
成
25

年
に
は
、景
観
形
成
事
業
の
優
秀
団

体
と
し
て
、美
し
い
県
土
づ
く
り
大

賞
を
受
賞
し
た
。

活
動
状
況
は
？

活
動
状
況
は
？

　
周
辺
の
協
力
も
あ
り
徐
々
に
棚

田
を
広
げ
て
い
る
が
、大
き
な
樹
木

の
伐
採
は
手
に
負
え
な
い
。ま
た
、

棚
田
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
の
で
、

看
板
や
広
報
紙
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て

欲
し
い
。こ
れ
ま
で
体
験
型
で
都
市

住
民
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
た
が
、

オ
ー
ナ
ー
制
度
も
導
入
し
た
い
。そ

の
た
め
に
、ゆ
う
の
う
敷
島
や
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
連
携
も
考
え
て
い

き
た
い
。さ
ら
に
、市
内
の
小
学
校

で
も
田
植
え
体
験
と
し
て
棚
田
を

利
用
し
て
、棚
田
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感
し
て
も
ら
い
た
い
。

活
動
の
維
持
・

　
　
　発
展
は
？

活
動
の
維
持
・

　
　
　発
展
は
？

　
敷
島
棚
田
等
農
耕
文
化
保
存
協

会
の
皆
さ
ん
が
、地
域
に
あ
る
文
化
、

景
観
を
残
す
た
め
立
ち
上
げ
て
く

れ
た
こ
と
を
素
晴
ら
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。今
回
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望

を
踏
ま
え
、棚
田
の
景
観
、事
業
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
、市
へ
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。本
市
の
農
業
振
興
、観
光

振
興
は
も
と
よ
り
、地
域
全
体
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
組
織
で
あ
る
た
め
、更
な
る
支

援
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

建
設
経
済
常
任
委
員
長
　
赤
澤  

厚

意
見
交
換
会
を

　
　
　
　終
え
て

意
見
交
換
会
を

　
　
　
　終
え
て

特集̶市民と議会の対話集会
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三常任委員会各種団体との意見交換会

意　見
交換会

図
書
館
協
議
会

総
務
教
育
常
任
委
員
平成27年11月 5日

　「
図
書
館
運
営
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、図
書
館
協
議
会
委
員

4
名
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。　図

書
館
運
営
に
対
す
る
熱
い
思

い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

来
館
者
を
多
く
す
る
だ
け
で
な
く
、

　本
を
介
し
て
生
活
を
豊
か
に
す
る
運
営
を
し
て
い
る
。

&

意　見
交換会

民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
・
主
任
児
童
委
員

厚
生
環
境
常
任
委
員
平成27年11月4日

　「
児
童
福
祉
と
貧
困
問
題
」を

テ
ー
マ
に
、民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
各
地
区
会
長
3
名
及
び
主
任

児
童
委
員
7
名
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

 

日
頃
の
活
動
に
対
す
る
切
実
な

思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

福
祉
は
福
祉
、教
育
は
教
育
の
縦
割
り
行
政
か
ら

　
　
　
　
　横
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
組
織
づ
く
り
を
。

&

　
市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
サ
ー

ビ
ス
、幼
児
・
児
童
・
青
少
年
へ
の

サ
ー
ビ
ス
、文
化
活
動
の
場
を
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、視
聴
覚
資
料
・

外
国
語
資
料
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
、障
が
い
者
や
高
齢
者
の
方
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
基
本
方
針
に
、①
図
書

館
資
料
の
充
実
、②
図
書
館
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、③
文
化
活

動
の
場
の
提
供
、④
学
校
図
書
館

と
の
連
携
、⑤
甲
斐
市
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
の
取
り
組
み
の

５
点
を
柱
に
創
甲
斐
教
育
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

図
書
館
の

　
　活
動
状
況
は
？

図
書
館
の

　
　活
動
状
況
は
？

　
小
さ
い
と
き
か
ら
、本
に
触
れ

て
、様
々
な
価
値
感
を
見
出
し
て
い

く
こ
と
が
図
書
館
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

時
代
と
な
り
、自
分
の
欲
し
い
情
報

は
簡
単
に
手
に
入
る
が
、そ
の
周
り

に
あ
る
背
景
や
様
々
な
方
の
意
見
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
に
導
か
れ
た
の
か

ま
で
は
見
え
て
こ
な
い
。図
書
館
に

は
幅
広
く
資
料
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の

で
、市
民
を
助
け
て
く
れ
る
。ま
た
、

図
書
館
に
行
け
ば
自
分
の
好
き
な

も
の
に
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
出
会
い
が
あ
る
。

図
書
館
の
魅
力
は
？

図
書
館
の
魅
力
は
？

　
図
書
館
を
利
用
し
た
り
、本
を
読

む
生
活
習
慣
に
よ
り
、人
格
を
つ
く

り
、想
像
力
が
発
展
し
て
、他
の
も
の

に
も
興
味
を
持
ち
、本
を
読
む
と
い

う
受
動
的
な
も
の
か
ら
、能
動
的
な

も
の
に
発
展
し
て
い
く
。知
識
的
に

も
人
格
的
に
も
、生
活
的
に
も
豊
か

に
し
て
い
く
。学
校
で
は
、春
に
は
あ

じ
さ
い
読
書
、秋
に
は
く
り
の
み
読

書
の
読
書
週
間
を
設
け
、夏
休
み
も

図
書
館
を
開
放
し
、子
ど
も
た
ち
の

読
書
の
機
会
を
多
く
し
て
、本
を
多

く
借
り
た
子
に
は
手
づ
く
り
の
記
念

品
を
渡
し
て
い
る
。

学
校
に
お
け
る

　
　取
り
組
み
は
？

学
校
に
お
け
る

　
　取
り
組
み
は
？

　
今
回
は
、「
図
書
館
運
営
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
状
や
課
題

等
、様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、本
に
親
し
む

た
め
の
学
校
で
の
取
り
組
み
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
ど
も
向

け
、大
人
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、多
岐
に
渡
る
活
動
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、よ
り
多
く
の
市
民
が
本

に
親
し
み
、図
書
館
を
活
用
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
長    

三
浦
進
吾

意
見
交
換
会
を

　
　
　
　終
え
て

意
見
交
換
会
を

　
　
　
　終
え
て

　
規
制
緩
和
等
に
よ
り
、就
労
者
の

３
分
の
１
が
非
正
規
雇
用
で
あ
り
、

収
入
源
が
厳
し
く
、世
帯
も
核
家
族

が
多
い
。子
ど
も
６
人
に
１
人
が
貧

困
と
言
わ
れ
、親
の
貧
困
が
子
に
繋

が
っ
て
い
る
。ま
た
、児
童
母
子
福
祉

に
つ
い
て
、県
の
調
査
で
は
、平
成
27

年
度
８
２
９
６
世
帯
で
あ
り
、調
査

開
始
以
来
最
多
と
な
っ
た
。離
婚
件

数
の
増
加
が
要
因
で
あ
り
、母
子
世

帯
の
年
間
収
入
で
３
０
０
万
円
未

満
が
７
割
を
超
え
て
い
る
。正
規
雇

用
に
向
け
て
就
労
支
援
や
生
活
支
援

の
充
実
が
課
題
で
あ
る
。

児
童
福
祉
の

　
　
　現
状
は
？

児
童
福
祉
の

　
　
　現
状
は
？

　
相
談
が
必
要
な
家
庭
が
あ
る
と

き
は
、学
校
や
児
童
館
な
ど
か
ら
連

絡
を
受
け
、地
区
の
民
生
委
員
児
童

委
員
に
そ
の
家
庭
の
様
子
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、必
要
な
場
合
は
、

同
行
を
お
願
い
し
て
家
庭
訪
問
を

し
て
い
る
。

　
主
任
児
童
委
員
は
、学
校
と
民
生

委
員
を
結
び
、行
政
な
ど
の
関
係
機

関
と
の
間
に
入
っ
て
仲
立
ち
を
す
る

の
が
大
き
な
役
目
で
あ
る
。家
庭
状

況
は
複
雑
多
岐
に
渡
り
、指
導
す
る

立
場
や
権
限
は
な
い
が
、注
意
深
く

見
守
り
を
し
て
い
る
。

主
任
児
童
委
員
の

　
　
　
　
　役
割
は
？

主
任
児
童
委
員
の

　
　
　
　
　役
割
は
？

　
現
在
、家
庭
相
談
員
が
母
子
自
立

支
援
員
を
兼
務
し
て
い
る
が
、専
任

の
母
子
自
立
支
援
員
を
設
置
し
て
、

相
談
体
制
の
更
な
る
充
実
が
必
要

で
あ
る
。

　
次
に
、福
祉
は
福
祉
、教
育
は
教
育

で
縦
割
り
で
は
話
が
で
き
て
い
る

が
、横
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
組
織

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、小
中

学
校
や
保
育
園
な
ど
か
ら
の
情
報

提
供
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
強
化
が
必

要
で
あ
る
。さ
ら
に
、主
任
児
童
委
員

人
数
が
、県
内
の
人
口
割
か
ら
し
て

少
な
い
の
で
、増
や
し
て
欲
し
い
。

活
動
に
対
す
る

　
　
　
　要
望
は
？

活
動
に
対
す
る

　
　
　
　要
望
は
？

　
主
任
児
童
委
員
の
活
動
の
苦
労

や
対
応
の
難
し
さ
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
回
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
を

踏
ま
え
、専
任
の
母
子
自
立
支
援
員

の
設
置
、関
係
部
署
と
の
連
携
強
化
、

主
任
児
童
委
員
の
増
員
に
つ
い
て
、

市
へ
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
深
刻
化
す
る
貧
困
問
題
は
、親
か

ら
子
、子
か
ら
孫
へ
と
世
代
間
連
鎖

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、即
時
の
解

決
が
望
ま
し
い
が
、引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

厚
生
環
境
常
任
委
員
長   

小
澤
重
則

意
見
交
換
会
を

　
　
　
　終
え
て

意
見
交
換
会
を

　
　
　
　終
え
て

三常任委員会各種団体との意見交換会
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戦国時代から江戸初期にかけての古文書（慈照寺）

全員協議会

主な質疑

文化財を後世に！！文化財を後世に！！人口ビジョン及び総合戦略を全員協議会で検討人口ビジョン及び総合戦略を全員協議会で検討
　市内の現状をより理解するため、市内指定文化財研修を行いました。3日間かけ、市内20か所を巡
り、文化財の重要性を再確認しました。

　全員協議会では、10月15日、11月16日に甲斐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及び総合戦略の
検討、協議を行いました。

   人口ビジョン〔2015（H27）-2060（H72）〕
　本市における人口の現状分析を行い、人口に関する市民の認識を共有し、今後目指すべき将来の方向と
人口の将来展望を示すもので、推計期間を45年後の2060年（平成72年）としている。
　2015年（平成27年）国勢調査速報値の本市の人口は、74,417人であり、本市の将来人口の展望として、2060年
（平成72年）に約64,000人を維持することを目指す。

   総合戦略〔2015（H27）-2019（H31）〕
　人口減少と地域経済縮小の克服を目指し、まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立をめざす内容と
なっている。
　地方創生では「ひと」がまず中心にあり、その「ひと」が「しごと」をつくり、「まち」をつくる流れを確かなも
のにしていく必要があるとされている。
　本市の実情に応じ、平成27年～31年
度の5か年の目標や施策の基本的方向、
具体的な施策をまとめたもので、第2次
甲斐市総合計画と整合性を保ち、人口減
少対策に焦点をおいた重点的な取組み
という位置付けで策定している。
　基本方針は、自立性、将来性、地域性、
直接性、結果重視の5つ政策原則を踏ま
えて策定する。
　また、４つの基本目標を柱に推進して
いく。

重点的な取組みに、「企業誘致に伴う工事用地等情
報提供事業」、「創業者の支援」を追加した。

A.

基本目標１に新たな企業誘致も必要ではないか。Q. 戦略的な取組みとして、甲斐っ子応援教室を掲げ
ており、応援教室が受け皿として機能し、学力保障
にもつながる。

A.

基本目標４の多様な教育ニーズに応じた教育の充
実で、親の経済状況により子どもの学習機会に差
がつかないような取組みを推進し、とあるが重点
的な取組みに入れるべきではないか。

Q.

目標に対し重点的な取組み内容が現状維持のよ
うであるが検証して目標設定したのか。
総合計画の施策の事業をはじめ、戦略的に取組
み、人口減少対策に取り組むため、新たに掲げる施
策とこれまでの施策、重点的な取組みとして設定し
て行っていく。

A.

Q.

総合戦略推進委員は25人の大規模であり細部ま
での意見集約が難しいため、専門部会や目標ごと
の分科会形式で意見集約したらどうか。

縦割りや重複を排除し、多方面の施策を一体的に
立案・推進することからも、国が示す「産学官金労
言」に加え市民で構成している組織で、検討及び
集約しており、現時点で不都合は生じていない。

A.

Q.

「人がつながり活力を生み出すまちづくり」に変更
する。

A.

基本目標４に「交流と協働による活力あるまちづく
り」とあるが、交流が具体的に何を指すのか理解で
きない。分かりやすい表現がよいのではないか。

Q.

個別の事業名を明記するのではなく、総称とした表記
とするため、「スポーツイベントの実施」に変更する。

A.

基本目標４の重点的な取組みに「チャレンジデー
の実施」とあるが、市独自の事業ではないため重点
的な取り組みに入れているのはどうか。

Q.

1日目：10月9日、　2日目：11月17日、　3日目：11月25日

基本目標

基本目標１
安定した雇用を創出する産業振興

基本目標３
次世代育成のための包括的な支援

基本目標４
人がつながり活力を生み出す
まちづくり

基本目標２
都市と自然の魅力を活かした
定住促進

従業者数
21,674人（H24年度）→21,800人

合計特殊出生率
1.55人（H26年度）→1.67人

自治会（区）加入率
82.0％（H26年度）→85.0％
消防団の団員数の維持
608人（H26年度）→620人

20歳～24歳社会増減
△695人（H27年度）→△481人
市民の定住意向（ずっと住み続けたい割合）
62.0％（H27年度）→70.0％

数値目標（目標年度はH31年度）

１
日
目

　
文
化
財
研
修
一
日
目
、竜
王
地
区
の
八
カ
所

を
巡
り
ま
し
た
。赤
坂
台
総
合
公
園
の
展
望

塔
か
ら
見
る
甲
斐
市
の
地
形
形
成
の
歴
史
を

百
万
年
前
に
遡
り
、細
か
く
大
変
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
だ
さ
る
講
師
の
お
話
を
伺
い
、

改
め
て
長
い
歴
史
の
中
で
私
た
ち
の
故
郷
の

今
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。市
民
の
皆

さ
ま
に
も
是
非
甲
斐
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
を

学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
川
美
幸 

議
員

　
10
月
9
日
研
修
第
一
日
目
。赤
坂
台
展
望
塔

か
ら
見
る
甲
斐
市
は
、北
に
中
山
間
地
、南
に
平

坦
地
が
拡
が
る
変
化
に
富
ん
だ
土
地
で
あ
る
こ

と
が
一
望
さ
れ
ま
し
た
。信
玄
堤
左
岸
に
点
在

す
る
、三
社
神
社
、慈
照
寺
等
、今
に
残
る
文
化

遺
産
を
み
な
が
ら
、先
人
達
の
足
跡
に
思
い
を

馳
せ
、後
世
に
語
り
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
た
視
察
で
し
た
。　
　     

金
丸 
寛 
議
員

国指定の重要文化財の白輿（常説寺）

赤
坂
台
展
望
塔
↓
信
玄
堤
↓
三
社

神
社
↓
慈
照
寺
↓
神
明
神
社
↓
山
県
神
社

↓
袴
腰
天
神
↓
西
八
幡
の
カ
キ

３
日
目

　
市
内
に
数
多
く
あ
る
指
定
文
化
財
の
う
ち
、

国
指
定
の
光
照
寺
薬
師
堂
な
ど
、現
地
に
行
き

直
接
見
て
、聴
い
て
、文
化
財
の
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
が
で
ま
し
た
。文
化
財
は
、先
人
達
が
築

い
て
き
た
歴
史
で
あ
り
、文
化
財
を
通
し
て
文

化
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な

も
の
で
あ
る
た
め
、次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で

い
く
責
任
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。　
　  

　

赤
澤  

厚 

議
員

　
新
人
議
員
が
企
画
し
た
今
回
の
研
修
に
は
、

多
数
の
先
輩
議
員
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

三
回
に
亘
っ
た
研
修
で
、市
内
に
は
次
世
代
に

継
承
す
べ
き
貴
重
な
文
化
遺
産
が
、身
近
に
数

多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し

た
。今
後
は
、市
当
局
に
文
化
財
の
調
査
・
研
究

や
、保
存
対
策
、歴
史
教
育
、公
開
の
た
め
の
博

物
館
ま
た
は
資
料
館
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め

る
必
要
性
を
訴
え
た
い
。　
五
味
武
彦 

議
員江戸時代に建てられた市内最大規模の山門（天澤寺）

光
照
寺
薬
師
堂
↓
妙
善
寺
↓
船
形

神
社
石
鳥
居
↓
お
船
石
古
墳
↓
松
尾
神
社

本
殿
↓
天
澤
寺
↓
赤
坂
供
養
塔

２
日
目

　
３
日
間
全
部
参
加
し
ま
し
た
。私
も
議
員
に

な
っ
た
ば
か
り
の
時
、道
路
整
備
な
ど
で
出
土

さ
れ
た
貴
重
な
文
化
遺
産
を
、ど
う
に
か
し
た

い
と
、当
時
の
担
当
課
長
と
何
度
も
話
を
し
た

こ
と
を
、改
め
て
思
い
出
し
、企
画
し
て
い
た

だ
い
た
新
人
議
員
の
皆
さ
ま
の
行
動
力
に
感

謝
し
た
い
。　
　
　
　
　 

　
斉
藤
芳
夫 

議
員

　
今
回
の
研
修
の
目
的
は
、甲
斐
市
を
知
る

こ
と
で
し
た
が
、特
に
先
人
達
が
水
害
等
災
害

を
受
け
る
度
に
生
命
が
け
で
こ
の
地
を
守
り

抜
い
て
き
た
史
実
を
伺
い
感
動
し
ま
し
た
。

政
治
の
役
割
は
、ま
ず
住
民
の
皆
さ
ま
の
生

命
、生
活
を
守
り
、安
心
安
全
の
ま
ち
に
す
る

こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
の
議
員
活
動
に
こ
う
し

た
視
点
を
持
ち
災
害
史
か
ら
学
ん
で
ま
い
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　    

保
坂
芳
子 

副
議
長

滝
坂
の
往
生
塚
↓
網
蔵
家
↓
金
桜

神
社
石
鳥
居
↓
常
説
寺
↓
羅
漢
寺

市内指定文化財視察研修
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マルシェ視察

市長へ要望書を手渡す清水委員長（10月20日）

竜王庁舎（本館・新館）

平成28年度

当初予算への
要望

　決算審査特別委員会では、昨年度に引き続き、決
算審査等で出された意見を踏まえ、７事業につい
て新年度予算に反映されるよう市へ要望しました。

　毎年土地の賃借料等を計上している公共施設におい
ては、契約期限もあるが、このまま支払いをしていくと莫
大な支出となる。
　特に、竜王庁舎職員駐車場、竜王西小学校用地、竜王
中学校テニスコート用地及び竜王南部公民館駐車場用
地については、順次買取り等を踏まえ、今後の方向性を
検討し、予算の削減に努めること。

1 公共施設の土地の賃借料等について

　この施設の指定管理者の年間支出額は、約8千700万
円であり、市では、指定管理料の4千250万円を含めて、
年間で約5千690万円の多額な一般財源を支出している。
　行財政改革を推進しているが、このような多額の維持
管理経費を必要とする施設については、大きな見直しを
図ること。

2 玉幡公園総合屋内プール運営費について

　災害時には、竜王庁舎が防災の情報等の拠点とな
る。竜王庁舎の予備発電設備については、本館は庁舎
の裏の建物にあり、新館は地下に設置してある。
　昨今の豪雨などにより竜王庁舎の浸水も考えられるこ
とから、予備発電設備の設置場所を見直す必要がある。

3 竜王庁舎維持管理事業について

　本市のごみ処理については、中巨摩地区広域事務組
合、峡北広域行政事務組合の２広域事務組合で行って
いる。将来の一本化も踏まえ、検討委員会などを行政内
に立ち上げ、各部署が横断的、実効的に研究、検討をす
るための予算付けをすること。

4 将来のごみ処理に関する研究、検討費用について

　社会福祉協議会は、福祉や高齢者などの業務を担う
部分が大きく、事業も拡大している。安定的に運営してい
くためには、社協職員の定着性や待遇面を考慮するな
ど、人材確保が必要であることから、人件費の増額を検
討すること。

5 社会福祉協議会職員人件費補助金について

　下水道の整備は、全体計画面積１，７７６haで進められ
ているが、平成２６年度末での整備率は、６６.９％となっ
ている。市発足当時から年々事業量が減少しているが、
快適な住環境のためには下水道は欠くことができな
いものであるため、整備面積の拡大が図られるよう予
算措置に努めること。

6 下水道事業ついて

　市全体の各種イベントの検証及び検討を行い、多
大な事業予算のコスト削減も含め、費用対効果のない
事業の見直しを検討すること。

7 イベント事業について

議会を傍聴してみませんか！
平成28年 第1回定例会の日程（予定）

※ 日程等に変更がある場合もあります。

※お気軽にお越しください。（議場傍聴席定員51人）
◆本会議の中継をインターネットで配信しています。なお、録画中継について
　も配信していますので、ぜひご覧ください。
※傍聴に際し手話通訳が必要な方は、福祉課へお申し込みください。
（電話055-278-1691　FAX055-276-2113）

編
集
後
記

甲斐市議会で検索してください

ホームページアドレス
http://www.kai-shigikai.jp/http://www.kai-shigikai.jp/

詳しくは

検索甲斐市議会

　
私
た
ち
議
員
で
作
る「
議
会
だ
よ
り
」が
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、読
ん
で
い
い
た
だ
け

る
か
、委
員
み
ん
な
で
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
毎
年
行
っ
て
い
ま
す「
市
民
と
議
会
の
対
話

集
会
」で
は
、市
民
の
方
々
の
様
々
な
意
見
や
要

望
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、今
後
の
議
員

活
動
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　
し
か
し
、私
が
感
じ
た
こ
と
は
、今
回
の
対
話

集
会
に
女
性
の
方
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。市
で
は
、「
男
女
が
共
に
支
え
あ
う
生
活

快
適
都
市
を
め
ざ
し
て
」の
総
合
目
標
を
掲
げ

て
お
り
、今
後
の
甲
斐
市
の
地
域
や
社
会
、家

庭
、職
場
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
分
野
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、女
性
の
参
加
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
と
も
、市
民
と
議
会
の
対
話
集
会
を
重

ね
、議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

〔
金
丸
幸
司
　
記
〕

締め切り
平成28年 3月28日（月）
到着分まで

送付先
〒400-0192
甲斐市篠原2610番地
甲斐市議会事務局　庶務・議事係
Email　kai-gikai@city.kai.lg.jp

表紙写真を
募集しています！

の議会だより

あなたの撮った
カラー写真で
表紙を飾って
みませんか。

月 日（曜日） 時　間 内　容

3

2
26（金）

29（月）

1（火）

3（木）

4（金）
7（月）
8（火）
9（水）
11（金）
14（月）
15（火）
16（水）
18（金）

午前10時～
午前  9時30分～
午後  1時30分～
午前  9時30分～

午前10時～

午前10時～
午前10時～
午前10時～

午前  9時30分～

午後  3時～

厚生環境常任委員会
建設経済常任委員会
総務教育常任委員会
本会議（条例ほか採決、
代表質問）
本会議（代表質問・一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）

予算審査特別委員会

本会議（当初予算ほか採決）

本会議（初日）

平成28年度当初予算への要望

都内のマルシェを視察都内のマルシェを視察
　総務教育常任委員会では、11月14日（土）に都内で開催さ
れたマルシェ（フランス語で市場）とやまなし暮らし支援セ
ンターの視察を行いました。
　当日は、有泉議長、保坂副議長、総務教育常任委員会委員
５人が出席しました。
　ヒルズマルシェでは、東京都港区赤坂にあるアークヒル
ズカラヤン広場において、来場者への移住相談、甲斐市観
光パンフレット、空き家バンクパンフレット等の配布、マルシェ及びキッチンカーによる甲斐市特産物の販売
の視察を行いました。
　当日は、やはたいぬも登場し甲斐市のＰＲを行いました。ヒルズマルシェの来場者は、約8,000人。甲斐市
ブースには約1,000人が来場して賑わいを見せていました。
　やまなし暮らし支援センターでは、センター状況や相談内容などの視察を行いました。

マルシェ視察の様子

やはたいぬも
甲斐市をＰＲ
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市民の 声

有

　料

　広

　告

＊＊＊引越しのお手伝い致します＊＊＊

家電製品、自転車、バイク、金属全般まで
買取致します

出張回収にも伺います！ お気軽にお電話ください。

不要品はございませんか？

甲斐市龍地88－1（年中無休）
☎0551－28－6262

ブドウ（デラ・ピオーネ・甲斐路他）・小梅・枯露柿・原木しいたけ
　ニンニク栽培と販売・古紙回収・トイレットペーパー販売など…
ブドウ（デラ・ピオーネ・甲斐路他）・小梅・枯露柿・原木しいたけ
　ニンニク栽培と販売・古紙回収・トイレットペーパー販売など…

議会広報常任委員会
委 員 長
副委員長
委 員

松 井　　　豊
金 丸 幸 司
滝 川 美 幸

委 員
委 員
委 員

五 味 武 彦
小 澤 重 則
斉 藤 芳 夫

発行日／平成28年 1月 25 日
発行人／議長　有泉　庸一郎

発　行／甲斐市議会
編　集／議会広報常任委員会

〒400-0192 山梨県甲斐市篠原2610番地　TEL（055）278-1673

この有料広告に関する掲載基準や申込書などは、
市議会ＨＰに掲載しています。（1枠につき1回2万円）
ＨＰアドレス　http://www.kai -shigikai.jp/

田邉 今朝平
〔篠原（古村）〕

有泉　弘
〔竜王三区〕

　近年、時代の変化に伴い、より住み慣れた周辺景観

も大分変わってきました。私たちも四十余年前にご当地

甲斐市（旧竜王町）に居住してきました。

　当時周囲は、古村区一組として１０戸位の世帯であり

ましたが、今は戸数も増え２５戸の大世帯となりました。

　当時は、夏は田んぼのカエルの合唱を聴き、また冬は

強い北風で過ごしてきましたが、今は周囲に家屋も増

え環境も変わってきました。

　私も高齢者の仲間入りで、毎日朝食を済ませ体力を

維持する目的で４０分～５０分位ウォーキングに励んでい

ます。ところで、最近目に付く景観が年々変わり、あちこ

ちの田や農地に、太陽光発電施設が増設されています

が、何処を見ても看板の設置がなく、施設の所有者名・

危険の有無、雑草の管理など、連絡先の明記がないの

に気が付きますが、いかがなものでしょうか。台風や大

雨の時期や、最近は各地に竜巻等の被害も発生してお

り、こんな時どこへどう連絡するか心配です。

　現行の太陽光発電設置では、別に法律、規則は必要

ないのでしょうか。国・県が定めていない中で、独自の

ルールを定めることなどを考え、どうか市民が安心して

暮らせるような行政に反映されますようお願いしたいと

思います。

　１２月１１日の市定例議会は、一般質問に答える形で、

市長が市政継続の意思を示したものになりました。

　これまで市長と市議会が積み上げてきた実績を再認

識でき、国勢調査で７４,０００人を超すと思われる人口の

まちの、現時点における今後の指針を伺えたことは、大

変興味深く、有意義なものでした。

　ただ質問でも触れていましたが、真摯な議論を重ね

て決めたであろう施策の一つ、障がい児医療費窓口無

料化の制度について、県会議員との意見のソゴを生じ

た問題を確認したかったのですが、また違う形で伺え

るものだと思います。

　甲斐市議会は、ネット配信されていますが、ライブと録

画公開との間に一週間のタイムラグがあります。要望とし

てですが、録画公開の時には一言一句でなくても、テロッ

プ等で発言内容が紹介できないでしょうか。

　政治用語は難解なものも多く、一回の聞き取りでは理

解しにくい所もあります。聴覚に障がいを持つ方だけで

なく、選挙法改正による１８歳以上選挙権に鑑みても、若

年層も含めた理解度が増すのではないでしょうか。公式

記録ではなく、「議会だより」があることも承知はしてお

りますが、一考をお願いしたいと思います。

高齢者が生活
しやすい町

議会傍聴記


